

























































を対照群 51名と比較した。尺度として母親について は K6 日本語版、育児ストレスショ
ートフォームの夫に関する 2 項目を、児童については通常の知能検査のほかに PARS と
































結果を研究 4、研究 5、研究 6で報告した。 
 
分析 4-1 発達障害児を養育する親にみられる PDT 














































































4. 親の PDT は発達障害児の年齢・診断、きょうだいの年齢、両者の長幼関係に影響を受
ける。母親によるきょうだいへの配慮は家庭の良い雰囲気を介して間接的にきょうだいの
良好な適応に影響する。 
5. 発達障害児からきょうだいへの不適切な言動・行動は、発達障害児の年齢・診断、きょ
うだいの年齢、両者の長幼関係に影響を受け、きょうだいの発達障害児への否定的感情に
正の影響を与えるが、きょうだいの適応に直接影響を与えない（ただし問題行動が高度な
場合は与える）。 
上記の知見が臨床場面、啓発活動で生かされ、発達障害児の家族サポートが充実するこ
とが望ましい。 
